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善行は、社会を
照らすともしび。

令和7年度春季・特別善行表彰受賞者決まる
春季７４の個人・団体を表彰
金章４４名・銀章８９名受賞

《
春
季
善
行
・

  
　
特
別
善
行
表
彰

　
選
考
委
員
会
》

令
和
七
年
度
春
季
善
行
表

彰
選
考
委
員
会
は
、
令
和
七

年
三
月
十
四
日
（
金
）、
グ

ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷
会
議
室

に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
選

考
委
員
会
に
は
、
冨
士
道
正

尋
氏
（
全
日
本
中
学
校
長
会

事
務
局
長
）、
松
信
裕
氏
（
株

式
会
社　

有
隣
堂　

代
表
取

締
役
会
長
）、
島
田
益
吉
氏

（
全
国
支
部
ブ
ロ
ッ
ク
会
東

京
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
）、
相
澤
・

高
田
・
山
下
副
会
長
、
島
村
・

松
本
・
石
毛
常
務
理
事
が

出
席
し
た
。（
黒
澤
・
濱
武

常
務
理
事
は
書
面
に
よ
り
参

加
）出

席
者
の
互
選
に
よ
り
冨

士
道
正
尋
委
員
が
選
考
委
員

長
に
選
任
さ
れ
、
各
支
部
及

び
諸
官
庁
等
か
ら
推
薦
さ
れ

た
春
季
善
行
表
彰
の
候
補
者

に
つ
い
て
厳
正
な
審
査
が
行

わ
れ
た
。

そ
の
結
果
、
別
掲
の
個
人

五
十
一
名
及
び
団
体
二
十
三

の
計
七
十
四
の
個
人
・
団
体

が
受
賞
者
に
選
ば
れ
た
。

ま
た
、
常
務
理
事
会
に
お

い
て
、
特
別
善
行
表
彰
選
考

委
員
会
を
開
催
し
、
各
支
部

を
は
じ
め
多
く
の
推
薦
機
関

か
ら
推
薦
さ
れ
た
候
補
者
に

つ
い
て
、
審
査
が
行
わ
れ
、

別
掲
の
善
行
金
章
四
十
四

名
、
善
行
銀
章
八
十
九
名
が

決
定
し
た
。

な
お
、
春
季
・
特
別
善
行

表
彰
式
は
、
五
月
十
七
日

（
土
）、
明
治
神
宮
参
集
殿

に
お
い
て
行
わ
れ
る
予
定
で

あ
る
。

（
敬
称
略
）

Ⅰ  

青
少
年
善
行
表
彰

 

公
共
生
活
へ
の
貢
献 

（
北
海
道
）
鶴
居
村
立
鶴
居
中

学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会

（
岩
手
県
）
岩
手
県
立
花
巻
農

業
高
等
学
校
環
境
科
学
科
緑
化

系
列
（
宮
城
県
）
菊
田
あ
か
り
、

髙
橋
芽
久
（
栃
木
県
）
グ
リ
ー

ン
ジ
ュ
ニ
ア
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン

ド
（
千
葉
県
）
千
葉
県
立
袖
ヶ

浦
高
等
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
同

好
会
（
東
京
都
）
台
東
区
立
蔵

前
小
学
校
、
台
東
区
立
根
岸
小

学
校
第
４
・
５
・
６
学
年
（
兵
庫

県
）
和
太
鼓
サ
ー
ク
ル
水
龍
童

鼓
会
（
岡
山
県
）
岡
山
県
立
笠

岡
工
業
高
等
学
校
Ｖ
Ｙ
Ｓ
部

 

事

故

防

止 

（
宮
崎
県
）
高
千
穂
高
校
生
徒
会

 

環

境

美

化 

（
茨
城
県
）
境
町
立
森
戸
小

学
校
森
戸
小
朝
ボ
ラ
も
り

も
り
隊
（
東
京
都
）
明
光

学
童
ク
ラ
ブ
石
神
井
公
園
、

明
光
学
童
ク
ラ
ブ
大
泉
学

園
、
明
光
学
童
ク
ラ
ブ
南

大
泉
（
滋
賀
県
）
ガ
ー
ル
ス

カ
ウ
ト
滋
賀
県
第
15
団
（
熊

本
県
）
山
本
姫
愛
、
垣
田
真

愛
、
北
田
千
陽
、
深
町
美
月
、

緒
方
宏
雅
、
渡
邊
真
悠
子

 

青
少
年
指
導 

（
群
馬
県
）
板
場
崇
方
、
古
川

和
花
（
東
京
都
）
横
田
京
、
木

村
春
斗
、
中
嶋
桃
々
奈
、
松
見

柚
亮
、
矢
島
審
也
、
大
内
康
平
、

菅
原
大
誉
、
村
山
士
竜
、
中
村

文
彌
、
大
森
一
輝
（
神
奈
川
県
）

米
山
駿
志
（
愛
知
県
）
大
村
珠

嬉 

社

会

福

祉 

（
栃
木
県
）
宇
都
宮
大
学
障

が
い
児
支
援
サ
ー
ク
ル
Ｎ
Ｏ

Ｂ
Ａ 

自
然
と
文
化
財
愛
護 

（
愛
知
県
）
豊
田
市
立
上
鷹
見

小
学
校
（
熊
本
県
）
山
崎
圭
琳

（
大
分
県
）
大
分
市
立
鶴
崎
中

学
校
鶴
翼
会

Ⅱ  
緊
急
時
貢
献
表
彰

 
 

防

犯 

（
熊
本
県
）
チ
ョ
ウ
ダ
リ 
カ
マ
ル

　

CH
AU

D
H

A
RY

　

KA
M

A
L

 

事

故

防

止 

（
新
潟
県
）
古
川
一
博

 

人

命

救

助 

（
千
葉
県
）
山
岡
祥
子
、
舞

草
紗
也
子
（
東
京
都
）
本
間

國
範
、佐
藤
汐
穏
（
兵
庫
県
）

濱
田
芽
維
（
鳥
取
県
）
石
田

秀
虎
、
河
本
蓮
友
（
熊
本

県
）
江
藤
晴
飛
、
澁
川
陽

紀
、
坂
本
陽
羽
斗
、
中
村

心
咲
、
野
口
月
歌
、
松
岡

弘
樹
、
上
田
龍
誠
、
中
山

大
和
、
濱
崎
琉
翔
、
白
井

湊
、
酒
井
心
暉
、
高
木
俊
輔
、

髙
山
聡
志
（
群
馬
県
）
阿
久

澤
昊
、
加
籐
冴
脩

Ⅲ  

国
際
貢
献
表
彰

 （
茨
城
県
）
守
谷
市
国
際
交

流
協
会
（
Ｍ
Ｉ
Ｆ
Ａ)

（
千

葉
県
）
つ
ば
さ
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
カ
デ
ミ
ー

（
東
京
都
）
大
田
セ
ー
ラ
ム

ク
ラ
ブ
、
日
本
語
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
「
グ
ル
ー
プ
あ
だ

ち
」、
グ
ル
ー
プ
・
リ
ン
ク
、

言
の
葉
、
大
沼
孝
三

Ⅳ  

外
国
人
善
行
表
彰

 （
ア
メ
リ
カ
）
ス
ワ
・
フ
ワ

レ
ス
、
ジ
ャ
メ
イ
ン
・
Ｔ
・

モ
ズ
ビ
ー
、
マ
イ
ケ
ル
・
Ｊ
・

ウ
ィ
リ
ア
ム
ソ
ン

◇ 

善
行
金
章（
四
十
四
名
）

（
北
海
道
）
野
上
則
男
（
青

森
県
）
加
川
幸
男
（
岩
手
県
）

三
浦
得
也
、
西
村
義
松
（
宮

城
県
）
庄
司
恵
子
、
内
池

榮
子
、
吉
田
日
出
子
、
鈴

木
忠
雄
（
福
島
県
）
橋
本
ト

モ
イ
（
茨
城
県
）
吉
田
俊
雄

（
群
馬
県
）
櫻
井
裕
子
、
河

野
純
夫
、
堀
口
克
巳
、
宮

地
由
高
、
反
町
な
か
子
、

池
畠
敏
子
、
籾
山
芳
江
、

亀
井
大
久
、
森
田
房
子
、

大
和
英
雄
、
志
田
洋
遠
、

江
戸
文
子
、
春
山
ゆ
か
し
、

戸
丸
富
美
子
、
高
野
紘
一
、

樋
口
義
一
、
中
村
弘
志
、

萩
原
ス
ミ
ヱ
、
根
岸
三
亀

男
、
廣
瀨
雅
敏
（
千
葉
県
）

宮
﨑
豊
（
東
京
都
）
眞
田
玉

雄
（
神
奈
川
県
）
川
浦
恭
子

（
山
梨
県
）
池
川
睦
平
（
石

川
県
）
中
島
一
夫
（
愛
知
県
）

熊
谷
さ
わ
子
、
浅
野
香
代

子
（
大
阪
府
）
東
博
祐
、
赤

塚
勝
己
（
兵
庫
県
）
芝
和
子
、

松
田
与
志
子
（
香
川
県
）
宮

本
隆
義
（
福
岡
県
）
長
谷
川

芳
廣
（
熊
本
県
）
九
谷
新
吾

◇ 

善
行
銀
章（
八
十
九
名
）

　（
北
海
道
）
荘
司
勝
次
、
斉

藤
一
治
、
角
丸
正
一
、
北
川

正
美
、
佐
藤
美
貴
夫
、
村
井

守
人
、
西
清
治
、
橋
本
政
司

（
青
森
県
）
片
見
誠
、
佐
々

木
敦
子
、
柴
田
り
つ
、
白
澤

盛
幸
（
岩
手
県
）
伊
藤
公
雄

（
宮
城
県
）
大
浦
武
夫
、
黒

澤
賢
悦
、
吉
村
喜
代
子
、
井

上
宏
、
三
浦
義
典
、
伊
東
あ

や
子
、
渡
邊
栄
（
福
島
県
）

近
藤
幸
夫
、
緑
川
夏
江
（
栃

木
県
）
田
代
武
昭
（
群
馬
県
）

和
田
忠
文
、
日
野
原
保
男
、

福
田
幸
正
、
河
内
正
美
、
高

橋
新
一
、
石
川
裕
樹
、
糸
井

登
志
明
、
立
川
美
加
子
、
前

田
久
枝
、
諸
田
三
代
子
、
馬

場
博
、
柴
崎
保
彦
、
金
子
和

美
、
高
岸
哲
、
町
田
里
枝
、

平
形
和
子
、
南
雲
し
の
ぶ
、

狩
野
孝
子
（
埼
玉
県
）
太
田

操
（
千
葉
県
）
金
井
芳
夫
（
東

京
都
）
塩
坂
敦
子
、
久
保
有

子
、
髙
山
與
三
郎
、
増
淵
愛

子
、
渡
辺
光
子
、
氏
家
清
一

（
福
井
県
）
山
田
豊
、
歸
山

礼
子
（
静
岡
県
）
中
村
文
子
、

望
月
靖
夫
（
愛
知
県
）
水
梨

豊
三
、三
好
サ
ツ
キ
、
久
野

幸
子
、
米
丸
美
智
留
（
大
阪

府
）
黒
田
全
紀
、
深
田
恵
美
、

中
平
雄
幸
、
堀
内
久
續
、
西

盛
、
西
沢
佳
子
、
安
藤
シ
ゲ

ミ
、
小
山
猛
（
兵
庫
県
）
荒

井
勣
、
岡
本
康
夫
、
田
口
勲
、

古
川
清
代
美
、
山
口
孝
司
、

福
井
一
吉
（
広
島
県
）
西
田

祐
三
、
藤
田
準
二
（
香
川
県
）

土
田
忠
芳
、（
福
岡
県
）
田

添
二
朗
、
野
田
寶
元
（
佐
賀

県
）
鶴
岩
己
（
熊
本
県
）
村

田
政
義
、
小
山
建
夫
、
村
田

祐
子
（
大
分
県
）
平
山
久
夫
、

上
野
千
鶴
子
、
橋
本
寛
治
、

尾
畠
春
夫
（
沖
縄
県
）
赤
嶺

弘
子
、
渡
久
地
美
代
子
、
伊

禮
未
子
（
神
奈
川
県
）
梅
原

雄
蔵
、
梅
原
紘
明

（1）	 令和7年(2025年)5月1日	 明 る い ニ ュ ー ス 	 第789号
昭和28年12月14日
第3種郵便物認可（　　　　　　　）

※
本
会
は
善
行
精
神
の
普
及
と
善
行
の
実
践
を
通
し
て
明
る
い
住
み
よ
い
社
会
環
境
づ
く
り
に
つ
と
め
て
お
り
ま
す
。
会
員
会
費
と
個
人･

企
業
・
地
方
公
共
団
体
か
ら
の
助
成
金
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
広
く
会
員
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。



受
賞
者
の
喜
び
の
声

受
賞
者
の

　
喜
び
の
声

秋
季
表
彰

善
行
表
彰
を
受
賞
し
て

　
東
京
都
葛
飾
区

加
賀
野
　
惠
理
子

こ
の
度
、
事
故
防
止
で
令
和

六
年
度
秋
季
善
行
表
彰
を
賜

り
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。私

は
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
後
、

青
少
年
委
員
を
経
験
し
、
現

在
は
民
生
児
童
委
員
と
し
て

活
動
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
活
動
を
し
て
い
く
中
で
、

多
く
の
方
の
地
域
活
動
に
感

銘
を
受
け
ま
し
た
。

善
行
表
彰
を
受
賞
し
て

　
岡
山
県
岡
山
市

吉
備
の
中
山
を
守
る
会
　

会
長
　
熊
代
　
賢
治

清
少
納
言
の
枕
草
子
で
も

紹
介
さ
れ
た
「
吉
備
の
中
山
」。

吉
備
津
彦
命
の
墓
と
さ
れ
宮

内
庁
が
管
理
し
て
い
る
「
中

山
茶
臼
山
古
墳
」、
備
中
国
の

一
宮
「
吉
備
津
神
社
」、
備
前

国
の
一
宮
「
吉
備
津
彦
神
社
」

な
ど
が
あ
り
神
様
の
住
む
山

で
す
。

私
た
ち
の
会
は
、
こ
の
山
の

散
策
道
や
遺
跡
・
史
跡
な
ど

の
清
掃
・
整
備
活
動
を
し
て

い
ま
す
。
行
政
か
ら
は
何
の

援
助
も
受
け
ず
、
二
十
四
年

間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
黙
々
と

活
動
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
私
は
永
年
に
わ

た
り
関
っ
て
い
る
子
供
達
の

「
安
全
」
を
強
く
願
い
、
子
ど

も
達
の
見
守
り
の
必
要
性
を

感
じ
、
登
校
時
の
「
声
か
け
・

挨
拶
」
と
交
通
整
理
の
「
旗

ふ
り
」
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

二
十
年
弱
、
通
学
路
に
毎

朝
立
ち
、「
お
は
よ
う
」、「
行
っ

て
ら
っ
し
ゃ
い
」
の
声
か
け

を
行
い
、
見
守
る
子
ど
も
達

か
ら
パ
ワ
ー
を
貰
い
ま
す
。

こ
れ
は
私
の
元
気
の
源
で
す
。

国
道
沿
い
の
通
学
路
は
、
交

通
量
も
多
く
、
安
全
確
保
に

は
気
を
使
う
こ
と
が
多
々
有

り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
活

動
は
、
警
視
庁
の
「
通
学
路

安
全
見
守
り
隊
」
と
し
て
認

識
さ
れ
ま
し
た
。

昨
今
の
社
会
情
勢
は
車
中

心
で
、
歩
道
を
歩
く
子
ど
も

や
高
齢
者
に
は
危
険
が
多
く
、

ま
だ
ま
だ
交
通
整
備
が
必
要

に
思
い
ま
す
。

地
域
の
中
で
自
分
が
出
来

る
事
に
心
を
配
り
、
安
心
安

全
に
気
を
か
け
て
い
く
こ
と

は
容た
や
す易
い
こ
と
だ
と
は
思
い

ま
せ
ん
が
、
毎
年
、
多
く
の

方
が
善
行
表
彰
を
受
け
て
い

る
こ
と
も
事
実
と
し
て
有
り

ま
す
。

社
会
活
動
を
実
践
す
る
こ

と
の
難
し
さ
も
感
じ
ま
す
。

私
は
「
見
守
り
」
活
動
を
続

け
て
い
く
な
か
で
、
地
域
の

善
行
の
輪
が
広
が
る
こ
と
を

願
い
な
が
ら
善
行
賞
に
恥
じ

な
い
よ
う
、
精
進
し
て
参
り

ま
す
。

明
日
も
ま
た
、
元
気
な
「
お

は
よ
う
」、「
い
っ
て
き
ま
す
」

が
響
く
街
で
あ
る
こ
と
を
切

に
願
っ
て
お
り
ま
す
。

今
回
自
然
と
文
化
財
愛
護

で
善
行
賞
を
い
た
だ
き
、
地

域
の
新
聞
で
も
活
動
が
紹
介

さ
れ
、
仲
間
の
み
ん
な
と
長

い
間
活
動
し
て
き
て
良
か
っ

た
と
心
か
ら
喜
ん
で
い
ま
す
。

賞
状
と
盾
は
地
域
の
公
民
館

に
掲
示
し
て
も
ら
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

頑
張
っ
て
地
域
文
化
の
継
承

と
発
展
に
尽
く
そ
う
と
決
意

を
新
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
課
題
は
若
い
力
を
ど

の
よ
う
に
取
り
込
み
更
に
継

続
さ
せ
る
か
で
す
。
す
ご
く

励
み
に
な
り
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

善
行
表
彰
を
受
け
て

　
宮
城
県
石
巻
市

　
村
上
　
義
勝

こ
の
度
、
環
境
美
化
で
令
和

六
年
度
秋
季
善
行
表
彰
の
栄

誉
を
い
た
だ
き
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
平
成
十
四

年
春
に
妻
の
故
郷
で
あ
る
石

巻
市
に
居
住
し
、
早
二
十
二

年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

石
巻
市
は
、
太
平
洋
に
開
け

た
漁
業
・
農
業･

工
業
と
に

ぎ
や
か
な
街
で
し
た
。
し
か

し
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り

街
並
み
は
一
変
し
、
家
屋
だ

け
で
な
く
街
路
樹
や
公
園
も

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

石
巻
市
に
居
住
す
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
ろ
か
ら
、
取
得

し
て
い
た
造
園
技
能
士
の
技

能
維
持
を
目
的
に
自
宅
周
辺

の
街
路
樹
や
公
園
の
樹
木
手

入
れ
を
行
い
、
街
路
樹
や
公

善
行
表
彰
を
受
賞
し
て

　
東
京
都
港
区出

野
　
綾
子

こ
の
度
、
青
少
年
指
導
で
令

和
六
年
度
秋
季
善
行
表
彰
を

賜
り
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
初
め
て
こ
の
よ
う
な

賞
を
頂
き
、
驚
き
と
感
激
で

一
杯
で
す
。

私
は
毎
月
指
導
員
と
し
て
、

夜
六
時
過
ぎ
に
秋
葉
原
の
駅

の
近
く
に
警
察
の
方
と
集
ま

り
、
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
、
ハ

ン
バ
ー
ガ
ー
シ
ョ
ッ
プ
、
カ

ラ
オ
ケ
等
々
、
中
学
生
が
行

き
そ
う
な
場
所
を
目
を
凝
ら

し
て
見
廻
り
ま
す
。

ま
た
、中
学
生
が
い
た
時
は
、

ご
家
庭
と
連
絡
を
と
っ
て
細

か
く
お
話
を
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。
と
は
言
っ
て
も
、
夏
場

の
六
時
台
で
は
ま
だ
空
が
明

金
章
を
受
賞
し
て

　
山
口
県
岩
国
市

三
浦
　
槌
男

小
鳥
の
さ
え
ず
り
で
目
覚

め
る
頃
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
度
、
特
別
善
行
表
彰
金
章

を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

こ
の
年
令
に
な
っ
て
な
お

賞
を
授
か
る
と
は
光
栄
と
思

い
ま
す
。
昨
年
も
子
供
二
十

人
、
保
護
者
二
十
二
人
の
参
加

で
田
植
体
験
を
催
し
ま
し
た
。

子
供
た
ち
は
泥
ん
こ
に
な
っ

て
歓
声
を
上
げ
な
が
ら
植
え

て
い
き
ま
し
た
。
田
植
え
の

後
、
餅
つ
き
、
猪
汁
交
流
会
、

家
内
手
作
り
の
牡
丹
餅
も
好

評
で
楽
し
い
交
流
会
が
開
け

ま
し
た
。
子
供
た
ち
は
虫
や

園
の
景
観
維
持
に
努
め
て
き

ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
古

い
街
か
ら
、
新
た
に
出
来
た

復
興
住
宅
へ
と
街
の
様
子
が

変
わ
っ
て
し
ま
い
、
古
い
街

並
み
に
残
っ
た
街
路
樹
だ
け

が
手
つ
か
ず
で
、
歩
行
者
は

も
ち
ろ
ん
車
の
通
行
さ
え
も

邪
魔
し
て
い
ま
し
た
。

震
災
後
も
技
能
維
持
と
健

康
維
持
を
目
的
と
し
、
街
路

樹
や
公
園
の
樹
木
手
入
れ
を

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の

度
、
日
本
善
行
会
よ
り
善
行

表
彰
受
賞
者
と
な
り
身
に
余

る
思
い
で
す
。
感
謝
と
奉
仕

の
心
を
忘
れ
ず
、
地
域
に
貢

献
で
き
る
よ
う
に
努
力
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
日
本
善
行
会
の

益
々
の
発
展
を
ご
祈
念
申
し

上
げ
御
礼
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

る
く
、
私
で
も
ま
だ
良
い
の

で
は
と
思
っ
て
し
ま
う
事
も

あ
り
ま
す
。

な
か
に
は
、
警
察
の
方
に

声
を
か
け
ら
れ
、
手
帳
を
見

て
大
変
驚
く
中
学
生
も
い
ま

す
の
で
、
そ
の
よ
う
な
子
に

は
、
背
中
や
肩
に
手
を
あ
て

「
悪
い
方
に
足
を
踏
み
入
れ
な

い
た
め
に
見
廻
り
し
て
い
る

の
よ
。
早
く
家
に
帰
る
の
よ
。」

と
伝
え
ま
す
。

子
供
を
育
て
て
思
う
こ
と

は
、
親
の
思
い
と
は
違
い
ま

す
が
、
子
ど
も
は
親
の
こ
と

を
し
っ
か
り
見
て
育
つ
よ
う

に
お
も
い
ま
す
。
私
も
こ
の

よ
う
な
賞
を
頂
き
、
も
っ
と

地
域
社
会
に
寄
り
添
い
、
青

少
年
に
と
っ
て
よ
り
良
い
環

境
作
り
に
少
し
で
も
貢
献
で

き
る
よ
う
、
頑
張
っ
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

野
の
花
、
中
に
は
蛇
を
つ
か

ま
え
、
腕
に
巻
き
つ
か
せ
る

場
面
も
見
ら
れ
、
私
ど
も
子

ど
も
の
頃
を
思
い
出
し
た
次

第
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
集
落

の
人
と
共
同
で
子
供
た
ち
の

思
い
出
作
づ
く
り
に
努
め
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

明
る
く
住
み
よ
い
社
会
づ

く
り
を
基
本
理
念
と
し
た
貴

会
の
増
々
の
御
発
展
を
祈
念

申
し
上
げ
お
礼
と
致
し
ま
す
。
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　章

大
分
県
大
分
支
部

秋
季
善
行
表
彰

伝
達
式
の
開
催

大
分
県
大
分
支
部
長
　

山
崎
　
勝
利

令
和
六
年
十
二
月
十
六
日

（
月
）、
秋
季
善
行
表
彰
伝

達
式
を
大
分
市
東
部
公
民

館
に
於
い
て
、
多
く
の
在
籍

会
員
さ
ん
出
席
の
下
、
午
後

二
時
か
ら
開
催
致
し
ま
し

た
。本

年
度
は
、
二
団
体
と
個

人
十
七
名
、
計
十
九
名
の
方

を
表
彰
す
る
事
が
出
来
ま

し
た
。

先
ず
、
集
合
写
真
、
賞
状

の
伝
達
で
す
。
伝
達
に
は
毎

回
様
々
な
活
動
経
歴
を
お

持
の
方
々
で
す
か
ら
、
伝
達

す
る
側
も
や
や
緊
張
気
味

で
す
。

伝
達
も
終
わ
り
、
山
﨑
支

部
長
の
祝
辞
、
松
井
猛
本
部

理
事
の
祝
辞
、
二
宮
博
市
議

会
議
長
の
祝
辞
と
続
き
、
本

部
か
ら
の
祝
電
披
露
、
大
分

市
長
か
ら
も
祝
電
を
頂
き

ま
し
た
。

最
後
に
受
賞
者
を
代
表
し

て
、
自
然
と
文
化
財
愛
護
部

門
で
受
章
さ
れ
た
橋
本
量

太
郎
氏
が
謝
辞
を
述
べ
ら

沖
縄
県
支
部

沖
縄
県
支
部
伝
達
式

沖
縄
県
支
部
　
事
務
局
長

金
城
　
守

こ
の
度
、
令
和
七
年
二
月

二
十
一
日
（
金
）、
日
本
善

行
会
沖
縄
県
支
部
の
令
和

六
年
度
秋
季
・
特
別
表
彰
伝

達
式
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

今
回
、
琉
球
新
報
社
の
ご
厚

意
に
よ
り
、
大
会
議
室
を
お

借
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

伝
達
式
は
、
渡
慶
次
葉
末

子
（
と
け
し
・
は
ず
え
）
副

支
部
長
の
開
式
あ
い
さ
つ
、

糸
数
昌
弘
支
部
長
の
会
長

あ
い
さ
つ
、
そ
れ
か
ら
、
岸

本
直
也
善
行
調
査
員
か
ら

選
考
内
容
の
報
告
が
あ
り
、

表
彰
と
な
り
ま
し
た
。

支
部
だ
よ
り

支
部
だ
よ
りれ

、
式
典
は
無
事
終
了
し
ま

し
た
。

終
了
後
、
受
賞
者
の
皆
さ

ん
に
残
っ
て
頂
き
、
日
本
善

行
会
に
つ
い
て
お
話
を
し

ま
し
た
。
入
会
に
は
、
善
行

会
を
理
解
し
て
頂
く
こ
と

が
必
要
で
す
。「
善
行
章
の

重
さ
と
、
名
誉
な
こ
と
、
こ

れ
か
ら
の
自
分
自
身
の
励

み
と
な
り
、
心
も
豊
に
も
な

る
こ
と
」
等
、
ま
た
、「
今

日
が
社
会
奉
仕
活
動
の
新

た
な
出
発
の
日
で
す
」
と
激

励
し
入
会
を
勧
め
ま
し
た
。

令
和
七
年
度
は
新
会
員

さ
ん
を
迎
え
、
共
に
活
動
が

出
来
る
事
が
楽
し
み
で
す
。

当
日
は
、
秋
季
表
彰
受
賞

者
五
名
、
特
別
表
彰
受
賞
者

二
名
、
役
員
四
名
、
ご
家
族

六
名
、
記
者
一
名
、
計
十
八

名
が
参
加
さ
れ
、
厳
粛
な
雰

囲
気
の
も
と
無
事
に
伝
達

式
を
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

そ
の
後
の
懇
談
会
で
は
、

和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰

囲
気
の
中
、
受
賞
の
喜
び
を

分
か
ち
合
う
ひ
と
と
き
と

な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
び
は
、
本
部
の
勝

野
堅
介
会
長
よ
り
ご
祝
電

を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
事
務
局
の

皆
様
に
は
お
手
数
を
お
か

け
し
て
お
り
ま
す
が
、
引
き

続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。



青
森
支
部

令
和
六
年
度
伝
達
式
と

青
森
支
部

　
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
公
演

　
青
森
支
部
長
　
佐
藤
　
令
子

令
和
六
年
度
春
季
特
別

善
行
表
彰
伝
達
式
と
第

三
十
六
回
青
森
支
部
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
公
演
を
令
和
七

年
二
月
十
一
日
（
火
）
青
森

市
民
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま

し
た
。

伝
達
式
で
は
、
佐
藤
支
部

長
の
挨
拶
の
中
で
、
シ
ワ
の

多
く
な
っ
た
両
手
を
合
わ

せ
て
「
皆
様
方
の
お
幸
せ
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
」
と

神
奈
川
県
川
崎
支
部

第
六
回

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
交
流
会

川
崎
大
会
を
開
催
し
て

　
神
奈
川
県

　
川
崎
支
部
長
　
東
田
　
乗
治

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
解
放
さ
れ

平
常
に
戻
り
つ
つ
あ
る
昨

の
言
葉
が
あ
り
皆
様
方
か

ら
拍
手
喝
采
で
し
た
。

来
賓
御
挨
拶
で
は
、
衆
議

院
議
員
・
津
島
淳
様
、
青
森

市
長
・
西
秀
記
様
、
青
森
市

会
議
員
・
中
田
靖
人
様
、
舘

山
善
也
様
か
ら
感
謝
と
励

ま
し
の
御
言
葉
を
頂
き
、
受

賞
者
及
び
会
員
一
同
あ
ら

た
め
て
「
善
行
は
社
会
を
照

ら
す
と
も
し
び
」
を
誓
い
合

い
ま
し
た
。

青
森
支
部
発
足
四
十
三
年

目
と
な
り
ま
す
が
、
芸
能

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
公
演
は
第

三
十
六
回
を
迎
え
ま
し
て
、

そ
の
都
度
、
青
森
市
社
会
福

祉
協
議
会
会
長
・
成
田
幾い
く

末ま

様
へ
三
十
六
回
目
の
寄
附

金
贈
呈
を
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
第
一
回
か
ら
続
け

ら
れ
て
い
ま
し
て
青
森
支

部
の
善
行
の
一
部
で
す
。

第
三
十
六
回
青
森
支
部
芸

能
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
公
演
の

中
身
を
簡
単
に
説
明
し
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
は
、
野の

ぎ

わ

木
和
保
育

園
園
児
の
踊
り
披
露
、
小
学

生
の
レ
ク
ダ
ン
ス
、
中
学
生

の
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
、
ご
婦
人

方
に
よ
る
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

ダ
ン
ス
等
々
、
舞
踊
、
新
舞

踊
、
着
付
舞
、
民
舞
踊
と
多

種
多
様
な
踊
り
、
そ
し
て
カ

ラ
オ
ケ
、
最
後
に
は
プ
ロ

の
津
軽
三
味
線
奏
者
山
上

進
様
の
特
別
公
演
で
、
全

二
十
三
種
目
を
盛
大
に
終
了

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

芸
能
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
公
演

に
際
し
て
は
、
ポ
ス
タ
ー
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
、
招
待
券
を
会

員
に
よ
る
手
作
り
で
、
ま

た
、
各
種
目
の
バ
ッ
ク
風
景

も
手
作
り
で
一
種
目
事
変

今
、
節
分
も
過
ぎ
た
二
月
十

日
（
月
）、
関
東
北
部
で
は

雪
の
天
候
状
態
も
心
配
さ

れ
ま
し
た
が
、
中
断
さ
れ
て

い
た
（
一
社
）
日
本
善
行
会

第
六
回
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
交

流
会
川
崎
大
会
を
開
催
す

る
運
び
と
な
り
、
栃
木
県
宇

都
宮
支
部
、
群
馬
県
前
橋

支
部
、
北
毛
支
部
、
高
崎
支

部
、
千
葉
県
支
部
、
埼
玉
県

支
部
、
神
奈
川
県
小
田
原
支

部
、川
崎
支
部
（
主
催
支
部
）

の
八
支
部
、
三
十
八
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

Ⅰ
部
式
典
で
は
会
式
の

こ
と
ば
に
始
ま
り
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
代
表
島
村
弘
子
北

毛
支
部
長
、
開
催
支
部
長
の

あ
い
さ
つ
に
続
き
来
賓
と

し
て
ご
臨
席
を
賜
り
ま
し

た
日
本
善
行
会
副
会
長
山

下
純
雲
子
様
並
び
に
本
部

事
務
局
長
野
中
修
様
よ
り

ご
あ
い
さ
つ
を
戴
き
更
に

各
支
部
長
の
紹
介
が
あ
り

ま
し
た
。

又
、
講
演
会
で
は
最
近
特

に
問
題
視
さ
れ
て
い
る
事

柄
を
テ
ー
マ
と
し
た
現
在

の
詐
欺
「
笑
っ
て
学
ぼ
う
~

悪
質
商
法
撃
退
術
（
古
典

落
語
）」
と
題
し
て
夢
見
亭

わ
っ
ぱ
師
匠
に
よ
る
お
話

が
あ
り
ま
し
た
。

終
了
後
の
僅
か
な
時
間
で

は
あ
り
ま
し
た
が
支
部
長

会
議
を
開
催
し
次
回
の
ブ

ロ
ッ
ク
会
議
開
催
支
部
の

協
議
が
図
ら
れ
群
馬
県
前

橋
支
部
が
担
当
す
る
事
と

な
り
二
年
以
内
の
開
催
を

目
標
と
し
ま
た
。

Ⅱ
部
の
懇
親
会
は
会
場
を

移
し
て
各
支
部
の
現
状
と

問
題
点
に
つ
い
て
各
々
発

表
が
あ
り
、
特
に
高
齢
化
と

会
員
増
強
の
難
し
さ
が
指

摘
さ
れ
た
が
一
部
に
は
そ

れ
に
対
応
す
る
活
動
を
展

開
し
て
い
る
事
例
等
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
ブ
ロ
ッ
ク
交

流
会
は
宿
泊
日
程
で
開
催

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回

は
当
支
部
の
状
況
や
日
程

え
る
等
々
、
す
べ
て
会
員
で

運
営
し
、
お
金
を
掛
け
な
い

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
無
料
入
場

者
三
百
五
十
人
超
の
来
場

者
を
迎
え
無
事
終
了
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
後

日
、
佐
藤
令
子
支
部
長
へ

御
礼
と
感
謝
の
電
話
が
何

本
も
掛
け
て
く
だ
さ
っ
た

方
々
が
い
た
そ
う
で
す
。

こ
の
公
演
の
実
施
に
よ
っ

て
会
員
相
互
の
親
睦
も
非

常
に
深
ま
り
ま
し
た
。
青
森

支
部
の
益
々
の
飛
躍
向
上

を
誓
い
、
報
告
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

等
の
問
題
点
を
考
慮
し
た

結
果
と
し
て
。
参
加
さ
れ
る

支
部
の
方
々
に
は
お
忙
し

い
思
い
を
さ
せ
た
と
反
省

し
て
お
り
ま
す
が
日
帰
り

で
の
開
催
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
の
様
な
状

況
の
中
、
各
支
部
の
皆
様
の

ご
協
力
に
よ
り
こ
の
よ
う

な
形
式
で
開
催
致
し
ま
し

た
が
、
式
典
・
懇
親
会
を
通

し
て
得
た
情
報
等
は
大
変

有
意
義
で
あ
っ
た
こ
と
に

心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。

（3）	 令和7年(2025年)5月1日	 明 る い ニ ュ ー ス 	 第789号
昭和28年12月14日
第3種郵便物認可（　　　　　　　）

本
年
二
月
十
九
日

（
水
）、
日
本
善
行
会

石
川
県
金
沢
支
部
長
・

野
村
勇
一
氏(

八
十
八

歳
）が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

野
村
勇
一
氏
は
、
平

成
二
十
八
年
か
ら
石
川

県
金
沢
支
部
長
と
し
て
、

会
員
増
強
と
支
部
運
営

に
尽
力
す
る
と
と
も
に
、

日
本
善
行
会
の
発
展
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
謹
ん
で
ご
冥

福
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

本
年
三
月
十
一
日

（
火
）、
日
本
善
行
会
理

事
・
飯
田
勝
男
氏(

八

十
四
歳
）
が
逝
去
さ
れ

ま
し
た
。

飯
田
勝
男
氏
は
、
平

成
二
十
四
年
か
ら
宮
城

県
支
部
長
、
平
成
二
十

六
年
か
ら
日
本
善
行
会

理
事
と
し
て
、
会
員
増

強
と
支
部
運
営
に
尽
力

す
る
と
と
も
に
、
日
本

善
行
会
の
発
展
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
謹
ん
で
ご
冥

福
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。 訃

　
報

訃
　
報

支
部
だ
よ
り

支
部
だ
よ
り

日
本
善
行
会
の
こ
れ
ま
で
①

理
事
　
小
島
　
力

昭
和
十
二
年
五
月
七
日
、

伊
藤
辰
男
氏
が
善
行
会
（
任

意
団
体
）
設
立
、
初
代
理
事

長
に
就
任
。

昭
和
十
二
年
か
ら
は
善
行

児
童
の
実
話
集
「
ま
こ
と
」

等
の
発
行
、
街
を
き
れ
い
に

す
る
運
動
、
親
切
運
動
、
花

い
っ
ぱ
い
運
動
、
働
く
女
性

を
対
象
と
し
た
人
づ
く
り
活

動
等
を
実
施
。

昭
和
二
十
四
年
八
月
に
社

団
法
人
組
織
（
東
京
都
知
事

許
可
）
と
な
る
。

安
井
誠
一
郎
氏
（
東
京
都

知
事
）
会
長
に
就
任
。
機
関

誌
「
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
」
を

発
行
。

昭
和
二
十
六
年
に
第
一
回

善
行
表
彰
式
が
都
庁
に
於
い

て
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
昭
和
三
十
九
年
か
ら
明

治
神
宮
参
集
殿
に
於
い
て
春

季
、
秋
季
善
行
表
彰
式
が
挙

行
さ
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
四
十
年
に
総
理
府
所

管
と
な
り
、
四
十
二
年
四
月

に
青
少
年
研
修
所
を
開
設

（
銚
子
市
）
し
、
昭
和
五
十
五

年
九
月
ま
で
の
十
三
年
間
、

青
少
年
健
全
育
成
活
動
に
努

め
ま
し
た
。　

昭
和
四
十
五
年
九
月　

皇

太
子
同
妃
両
殿
下
御
接
見
が

始
ま
る
。

昭
和
四
十
八
年
一
月　

社

団
法
人
日
本
善
行
会
と
名
称

変
更
。

平
成
二
十
六
年
四
月　

一

般
社
団
法
人
日
本
善
行
会
へ

移
行
。

《
今
回
の
想
い
出
の
写
真
》

①
昭
和
五
十
年
度
青
少
年
善

行
表
彰
式
で
の
東
会
長
か

ら
の
表
彰
状
の
授
与
。

②
昭
和
四
十
四
年
の
長
寿
善
行
者
が
総
理
官
邸
を
訪
問
し
、

佐
藤
総
理
か
ら
激
励
さ
れ
、
代
表
か
ら
花
束
が
贈
ら
れ
た
。

③
正
面
は
現
在
、
日
本
善
行

会
の
事
務
局
が
あ
る
東
京

交
通
会
館
。

　

手
前
右
手
の
六
階
建
ビ
ル

は
東
京
都
庁
東
三
号
館（
本

会
事
務
局
と
し
て
三
十
五

年
間
使
用
）。
平
成
九
年
六

月
、
東
京
都
庁
移
転
に
よ

り
撤
去
さ
れ
た
。



科　目 予算額 科　目 予算額

Ⅰ．事業活動収支の部 Ⅱ．投資活動収支の部

　1．事業活動収入 　１．投資活動収入

　　①会費収入 12,100,000 　　　投資活動収入計 0

　　②寄付金品等収入 1,440,000 　２．投資活動支出

　　③雑収入 365,000 　　　特定資産取得支出 300,000

　　　事業活動収入計 13,905,000 　　　投資活動支出計 300,000

　２．事業活動支出 　　　投資活動収支差額 -300,000

　　①事業費支出 17,582,000 Ⅲ．予備費支出 0

　　②管理費支出 7,225,000 　　　当期収支差額 △ 11,202,000

　　　事業活動支出計 24,807,000 　　　前期繰越収支差額 102,566,265

　　　事業活動収支差額 △ 10,902,000 　　　次期繰越収支差額 91,364,265

株式会社まむしプロダクション
代表取締役社長
千　葉　潤　一

〒 130-0005
墨田区東駒形 3-5-6  千葉ビル 2 階

☎ 03-3621-8080

協
賛
広
告

り
議
決
さ
れ
た
。
表
彰
式
を

五
月
十
七
日
（
土
）、
明
治
神

宮
参
集
殿
に
て
開
催
す
る
。

第
三
号
議
案

「
理
事
会
・
定
時
総
会
」

に
つ
い
て

事
務
局
か
ら
説
明
が
あ
り
、

質
疑
が
行
わ
れ
、
原
案
ど
お

り
議
決
さ
れ
た
。
定
時
総
会

を
六
月
十
一
日
（
水
）、
グ
ラ

ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷
に
て
開
催

す
る
。

第
四
号
議
案

「
表
彰
規
程
の
改
正
」

に
つ
い
て

特
別
金
章
を
七
十
名
以
内
、

銀
賞
を
百
五
十
名
以
内
と
す

る
改
正
が
承
認
さ
れ
た
。

令
和
七
年
度
主
要
行
事
等

の
報
告
事
項
後
、
本
会
の
運

営
に
関
し
て
意
見
交
換
を

行
っ
た
。

三
月
二
十
八
日
（
金
）、
令

和
六
年
度
第
四
回
理
事
会
が

グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷
内
会

議
室
で
開
催
さ
れ
た
。
勝
野

会
長
の
挨
拶
の
後
、
勝
野

会
長
が
議
長
と
な
り
議
事
に

入
っ
た
。

【
決
議
事
項
】

第
一
号
議
案

「
令
和
七
年
度
収
支
予
算
並

び
に
事
業
計
画
」
に
つ
い
て

事
務
局
か
ら
説
明
が
あ
り
、

質
疑
が
行
わ
れ
、
原
案
ど
お

り
議
決
さ
れ
た
。
併
せ
て
事

務
局
か
ら
、
令
和
六
年
度
の

事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
速

報
の
報
告
が
あ
っ
た
。

第
二
号
議
案

「
春
季
・
特
別
善
行
表
彰

式
」
に
つ
い
て

事
務
局
か
ら
説
明
が
あ
り
、

質
疑
が
行
わ
れ
、
原
案
ど
お

令
和
六
年
度  

第
四
回
理
事
会
の
開
催

令
和
七
年
三
月
二
八
日

（
金
）
に
令
和
六
年
度
第
四
回

理
事
会
が
開
催
さ
れ
、
令
和

七
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支

予
算
が
左
記
の
通
り
承
認
さ

れ
た
。

一
　
表
彰
に
よ
る

　
　
善
行
活
動
の
推
進

本
会
の
春
季
・
秋
季
善
行

表
彰
は
、
今
年
度
で
七
十
五

回
目
と
な
り
、
前
年
度
ま

で
の
表
彰
総
数
は
五
〇
︐

六
〇
一
件
に
達
し
て
い
る
。

こ
の
善
行
表
彰
を
受
賞
し
た

多
く
の
方
々
は
、
引
き
続
き

各
地
で
善
行
活
動
を
実
践
し
、

善
行
の
輪
を
各
地
域
に
広
げ

て
い
る
。

ま
た
、
春
季
及
び
秋
季
表

彰
に
加
え
て
、永
年
に
わ
た
っ

て
善
行
を
継
続
し
て
い
る
善

行
表
彰
受
賞
者
へ
の
特
別
表

彰
（
金
章
・
銀
章
表
彰
）
を

昭
和
三
七
年
以
降
実
施
し
、

こ
れ
ま
で
に
金
章
受
賞
者
は

四
九
二
人
、
銀
章
受
賞
者
は

二
︐一
二
四
人
と
な
っ
て
い
る
。

（
一
）
春
季
・
特
別

　
　
　
　
　
　
善
行
表
彰

実
施
時
期

令
和
七
年

五
月
一
七
日(

土)

実
施
場
所

明
治
神
宮
参
集
殿　

（
二
）
秋
季
善
行
表
彰

実
施
時
期

令
和
七
年

一
一
月
二
九
日(

土)

実
施
場
所

明
治
神
宮
参
集
殿　

二
　
善
行
実
践
活
動
の

　
　
推
進

善
行
実
践
活
動
は
、
社
会

を
明
る
く
す
る
原
動
力
で
あ

り
、
会
の
組
織
を
挙
げ
、
ま

た
、
地
域
住
民
と
も
連
携
し

て
、
こ
れ
に
取
り
組
み
、
善

行
の
輪
の
拡
大
に
努
め
る
。

三
　
長
寿
善
行
者
の

　
　
秋
篠
宮
皇
嗣
殿
下

　
　
ご
接
見

こ
の
事
業
は
、
善
行
表
彰

受
賞
者
が
、
秋
篠
宮
皇
嗣
殿

下
か
ら
ご
接
見
の
栄
誉
を
賜

る
意
義
深
い
も
の
で
あ
る
。

こ
の
長
寿
善
行
者
の
御
接
見

は
、
昭
和
四
五
年
九
月
に
実

現
し
、
皇
太
子
殿
下
の
ご
接

見
が
平
成
三
〇
年
ま
で
続
け

ら
れ
、
令
和
と
な
っ
て
か
ら

は
秋
篠
宮
皇
嗣
殿
下
の
ご
接

見
と
な
っ
た
。

四
　
広
報
啓
発
活
動
の

　
　
充
実

情
報
化
時
代
を
迎
え
た
今

日
、月
刊
紙
「
明
る
い
ニ
ュ
ー

ス
」
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
果

た
し
て
い
る
役
割
は
大
き
い
。

「
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
」
の
記
事

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
を

図
っ
て
、
各
支
部
及
び
会
員

と
の
連
携
の
強
化
に
努
め
る
。

五
　
組
織
と

　
　
財
政
基
盤
の
強
化

本
会
は
、
会
員
に
よ
っ
て

構
成
さ
れ
、
主
に
会
員
が
拠

出
す
る
会
費
に
よ
っ
て
運
営

さ
れ
て
お
り
、
会
員
の
増
加

が
財
政
基
盤
の
強
化
に
直
結

し
て
い
る
。

ま
た
、
事
業
を
効
果
的
に

全
国
展
開
す
る
た
め
に
は
、

各
都
道
府
県
に
支
部
が
設
置

さ
れ
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ

て
い
る
。

六
　
諸
会
議
の
開
催

本
会
の
定
款
に
定
め
ら
れ

て
い
る
会
議
に
は
、
総
会
、

理
事
会
及
び
常
務
理
事
会
が

あ
る
。
ま
た
、
定
款
に
は
定

め
ら
れ
て
い
な
い
も
の
の
、

本
会
業
務
の
連
絡
調
整
の
場

と
し
て
支
部
長
会
が
設
け
ら

れ
て
い
る
。

（
一
）
総
会

開
催
時
期

令
和
七
年

六
月
一
一
日(

水) 

開
催
場
所

グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷

（
二
）
理
事
会

第
一
回
理
事
会

開
催
時
期

令
和
七
年

五
月
一
七
日
（
土
）

（
定
款
第
三
二
条
二
項
の
み
な

し
決
議
に
よ
り
第
一
回
理
事

会
に
代
え
る
べ
く
手
続
き
中
）

第
二
回
理
事
会

開
催
時
期

令
和
七
年

六
月
一
一
日
（
水
）

開
催
場
所

グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷

     第
三
回
理
事
会

開
催
時
期　

令
和
七
年
九
月
八
日
（
月
）

開
催
場
所　

グ
ラ
ン
ヒ
ル
市
ヶ
谷

第
四
回
理
事
会

開
催
時
期　

　

令
和
八
年
三
月
下
旬
予
定

開
催
場
所

　

グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷

（
三
）
支
部
長
会

開
催
時
期　

令
和
七
年

九
月
八
日
（
月
）　

開
催
場
所　

グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷

（
四
）
常
務
理
事
会

開
催
時
期　

　

随
時

令
和
七
年
度
事
業
計
画

令和七年度収支予算書　
支
部
活
動
に
対
す
る

　
　
　
　
　
　
　
助
成
金
に
つ
い
て

入
会
の
お
誘
い

一
般
社
団
法
人
日
本
善

行
会
で
は
、
善
行
の
表
彰

並
び
に
善
行
精
神
の
普
及

と
実
践
を
通
じ
明
る
く
住

み
よ
い
社
会
環
境
づ
く
り

に
努
め
て
お
り
ま
す
。
活

動
を
ご
支
援
い
た
だ
く
た

め
に
、
広
く
会
員
を
お
誘

い
く
だ
さ
い
。

会
員
の
種
類

①
普
通
会
員
（
正
会
員
）

個
人
年
額

五
千
円

法
人
年
額

一
万
円

②
特
別
会
員
（
正
会
員
）

個
人
年
額

一
万
円

法
人
年
額

三
万
円

　
　

十
万
円
、二
十
万
円

③
賛
助
会
員

個
人
年
額　

  

千
円
か
ら

　

明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
年
間

　

購
読
料
五
百
円
を
含
む

墨田区東駒形 3-5-6  千葉ビル 2 階

単位：円

令和7年(2025年)5月1日	 明 る い ニ ュ ー ス 	 第789号（4）
昭和28年12月14日
第3種郵便物認可（　　　　　　　）

昨
年
九
月
の
理
事
会
に
お

い
て
、「
支
部
活
動
に
対
す
る

助
成
金
等
に
関
す
る
内
規
」

を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
内

規
で
は
、
以
下
の
内
容
を
明

確
に
規
定
し
て
い
ま
す
。

一
　
支
部
運
営
全
般
の
支

　
　
援
助
成

支
部
所
属
会
員
の
会
費
の

二
〇
％
を
助
成
し
ま
す
。

二
　
会
費
増
支
部
に

　
　
対
す
る
助
成

一
の
助
成
に
次
の
算
定
基

準
で
算
出
し
た
額
を
加
え
た

額
と
す
る
。
当
該
年
度
と
前

年
度
の
会
費
総
額
を
比
較

し
、
増
分
の
会
費
総
額
に
対

し
て
以
下
の
割
合
を
適
用
し

た
金
額
を
助
成
し
ま
す
。

〇
普
通
会
員

　

お
よ
び
賛
助
会
員
の
会
費: 

二
〇
％

〇
特
別
会
員
の
会
費: 

三
〇
％

な
お
、
運
営
経
費
の
削
減

に
伴
い
、
従
前
行
わ
れ
て
い

た
新
会
員
会
費
の
助
成
を
廃

止
し
ま
し
た
。

会
員
の
皆
様
に
は
、
引
き

続
き
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。


